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令和７年度認知症に関する実態調査

支援を充実させる

基礎資料にする。

町の取り組みを見直し、

広く知ってもらう。

正しい理解、早期発見、地域の見守り、権利を守る

取り組み、本人と家族への支援に役立てます。

どこまで届いているかを確認し、今後の事業の評価と

周知に活用します。

国の方針「新しい認知症観」

認知症になっても、自分らしく暮らし続けられる。
この考え方を、広げていくための第一歩です。

調査の目的



認知症に関するアンケート

認知症当事者への聞き取り調査

国保データベース・要介護認定者の分析

対象：一般町民396名、介護家族78名、ケアマネジャー19名、民生委員33名

ケアマネジャー・町職員を通し、８名へ聞き取り

令和７年度認知症に関する実態調査

調査の概要



88.9% 79.3% 48.2%

理解は、ひろがっています

１　認知症への理解

誰にでも起こりうる

病気だと知っている

早期発見で進行を

遅らせられると理解

地域で生活できると

前向きに捉えている﻿

※一般町民を対象としたアンケート結果

●一方で、まだ残るネガティブなイメージ

認知症になると「迷惑をかける」「何もできなくなる」 11.4％
本人の心を委縮させてしまう要因にもなります



39.7% 34.6% 48.2%

支えるご家族の、負担と不安

２　家族の状況

残して外出できない 自由な時間が取れない 受診まで6か月以上

※介護家族を対象としたアンケート結果

　介護家族の声から

・本人が認めないため話し合いが進まない

・周囲に迷惑をかけるのでは、と不安

・経済的な不安（詐欺など）

・どこに相談していいかわからない



気持ちはある…でも、まだ距離がある

３　地域の見守り

（一般町民）

見守る気持ち 実際の「関わり」

困っている人を見たら

声をかけたい
近所で困ったときに

助け合える

71%

81.3% （民生委員）

日ごろの関係づくりを

大事にしたい

6.6% （一般町民）

心配な高齢者を

相談機関に繋いだことがある

21.2% （民生委員）



本人への聞き取り調査

４　本人の声

対象者

町内在住の何らかの認知機能の低下がみられる人　８名

聞き取り内容

最初に気づいた変化とその時の気持ち

診断名を知った時の気持ちと現在までの気持ちの変化

医療機関や介護サービスへの思い、希望

困っていること、不安なこと

うれしいこと、支えや励みになっていること

地域の支えとしてあるといいと思うこと

わたしが望む暮らし

同じ認知症当事者へのメッセージ　　など



はじまりの「気づき」

４　本人の声

「鍋を火にかけていたのを忘れて焦がしてしまう」

「物忘れを家族に気づかれないよう、ごまかしていた」

「以前のように物事が進まず、町内会役員の仕事の中でイライラしてしまった」

「多分、認知症ではないか」

認知症の本人は、認知症の発症時から日常の違和感や

心の中のイライラを感じています。



診断、そして心のゆらぎ

４　本人の声

（検査は）「緊張した」「怖い」「何をやろうとしているのかわからなかった」

（診断を受けて）「情けない」「落ち込んだ」「まさか自分が認知症になるとは」

「人と関わりたくない」「うつっぽくなり、委縮してしまった」

「周りからどう見られているのか」「もっと忘れたら、どうなるんだろう」

「焦ってもしょうがない」「いつまでも落ち込んでいても仕方ない」

診断後もさまざまな戸惑いや不安を抱えています。

しかし、少しずつ前を向き始めたという方もいらっしゃいました。



「毎日来てくれる娘の存在」「妻と散歩に出かけること」

「猫の世話をすること」

「家族が深刻に考えすぎずにいてくれたことで救われた」

「友達が一番落ち着く相手」

「“見守りキーホルダー”はお守りみたいなもん。旅行中ずっと持ってました」

今の私を支えているもの

４　本人の声

家族や友人の存在や、これまでと変わらずに接してくれることが励みになっています。

また、自分の状況や希望を伝えるツールを使うなど、工夫して暮らしを広げています。



ありのままの自分で生きる

４　本人の声

「認知症があっても、自分は自分だ」

「できないことがあっても、劣等感はない。誰かに手伝ってもらえばいい」

「“私は認知症なんだよ”って周りに言ってます。だって本当のことだから」

「“私すぐ忘れちゃうからさ”“約束忘れてたら教えて”とお願いしたら、

　“私もそうだよ”“連絡するね”と言ってくれるので助かっています」

自分の状態を受け入れ、自然体で過ごしている方、認知症のことや苦手なことを周囲に伝える

ことで、さりげない助け合いが安心につながっているという方がいらっしゃいました。



つながりたい、活動したい

４　本人の声

「となり近所と気楽に話ができる生活をしたい」

「さりげなく気にかけて、声をかけてくれたらうれしい」

「働きたい、身体を動かしたい」「誰かの役に立ちたい」

「夢を見るのは自由でしょ。英語を話してみたいの」

「子どもや赤ちゃんが好き。遊び相手をするのが楽しい」

「同じ当事者の人と、話してみたい」

認知症になっても、「活動したい」「役に立ちたい」という思いは消えません。

人とのつながりや社会とのつながりを望んでいます。



これからを生きる仲間へ

４　本人の声

「最初は落ち込むし、“どうしよう、こんなに忘れて”と考えてしまうかもしれ

ない。でも、いつまでも落ち込んでいても仕方ないし、自分ができることを探

してほしい」

「なったらなったで、向き合うしかない。家族に申し訳ないと思うこともある

けど、無理に隠すより、受け止めた方がきっと楽になるよ」

辛い時期を経験し、乗り越えた当事者だからこそ

伝えられるメッセージです。



51.4%

気づきから相談までの、長い「空白」

５　課題①

介護家族の半数以上が、

長く待っている状態

異変への気づき

どこに相談していいか

わからない期間
支援につながる

？ 空白の期間

受診まで「６か月以上」

34.6%
本人への気遣い、加齢との混同が背景に

相談まで「１年以上」



11.4%

届かない世代、知られたくない気持ち

５　課題②

※一般町民

認知症＝「迷惑をかける」

「何もできなくなる」

37.2%
※一般町民が自分や家族の認知症を近所の人に

「あえて知らせなくてよい」「隠したい」と回答した割合

「近所に知られたくない」という気持ち

町の認知症施策について「すべて知らない」

40代以下

50代以上 15.5％
34.5％

？ ※一般町民



87.6% 67.7%

５　課題③

本人の「想い」を最期まで支えるために

自分が認知症と診断されたら

「知りたい」
（一般町民）

将来への備えとして、

「自分のことを書き記しておきたい」
（一般町民）

家族

ケアマネ

●医療や終末期への要望について本人に確認している

19.2％
36.8％

家族の声

・進行する前に希望を聞いた

・サービスや施設について話し合った

・本人が認知症を認めない

・本人が怒るので話し合えない

・本人が支援を受けたがらない



６　これからの取り組み

1. 理解を広げる

3. 本人‧家族とともに考える

みらいへつなぐノート／意思決定支援ガイドライン／

成年後見等

本人ミーティング／サポーター養成／SNS活用

2. 支援につなぐ

4. 地域でともに暮らす

包括／医療介護連携／初期集中支援／ガイドブック

疑いを持った段階からの早期支援、連携体制の強化

「新しい認知症観」の啓発

「どうしたい？」をみんなで話せる町に

地域共生社会

孤立させない伴走型の相談支援体制

本人の「やりたい」「繋がりたい」を応援する

本人の声の発信、若い世代への啓発

町が進める、４つの方向

居場所や役割づくり、バリアフリーの推進ツールの活用、制度の周知、早期からの対話へ

チームオレンジ／本人ミーティング／社会参加支援
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